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1．はじめに
　日本語教育における漢字学習では，学習者が限られた時間の中でそれぞ
れの必要に応じて，どれだけの漢字を言語能力の一部として習得し，それ
を使えるようになれるかということに焦点が置かれる。また，漢字は単漢
字で使われることよりも単語の一部として使われることの方が圧倒的に多
く，漢字語彙（ここでは漢字を含む単語の総体を漢字語彙とする）を習得
すること，さらにはその語彙を文中，文章中，談話中等その場に応じて適
切に理解，使用できるようになることが漢字教育の大きな目標となる。語
彙は個々人で必要とされるものが違い，まとめることは難しく，人文社会
科学系，自然科学系等専門分野での語彙の検討（小宮1995，村岡・柳智
1995など）がそれぞれに進められているが，それら専門分野に入る以前
の，初級との問をつなぐ共通に有用な部分の語彙の検討や具体的提出法の
研究は多くない。そこで基盤iを整備する意味で徳弘（2005）では学習者に
とって有用な語彙を，現実の社会でよく用いられ，なじみのある漢字語彙
であるととらえて漢字語彙の選択を行った。選択の基本資料として
『NTTデータベースシリーズ日本語の語彙特性』（以下『日本語の語彙特
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性』）第7巻の朝日新聞14年分（1985～1998）の単語の頻度のデータと，
同第1巻の単語の親密度のデータをもとにして，高頻度・高親密度の漢字
語彙約16，000語を選択した。選択された単語には学習の指標となる10段階
の値をふって，それぞれの単語の重要度を利用者が判断できるようにし，
さらに，選択語彙に『分類語彙表』（1964）の分類番号をふり，意味概念
のまとまりで分類できるようにした。
　本研究ではこの選択語彙の具体的提示の一方法として，個々の漢字に着
目し，その漢字および漢字語彙を，頻度・親密度を考慮した順に提示して
いく学習資料の開発を試み，これによって漢字・語彙の基礎的研究と教育
の場での実践的な学習資料を結びつけることを行った。
　上級までの学習者に必要な漢字は，常用漢字をもってそれにあてられて
いることが多い。それは，新聞等で常用漢字を使用する漢字の基本として
いることや，国語教育の義務教育で常用漢字が学ばれていることからの影
響であろう。また，能力試験の漢字の範囲も常用漢字がその中心となって
いるため，常用漢字を順に覚えていくというような困難な学習法をとって
いる学習者が少なくない。さらには漢字をいくつ覚えたかという実践的に
はあまり意味のない基準で漢字の知識を測るといったこともされている。
これは辞書形式の学習書を頼りに学習することが学習者のある種の信頼を
得ているからであるともいえる。漢字を少しずつ学ぶ学習者にとって，全
体像が見えていることは大きな救いである。全部でこれだけあるうち，現
在自分はこれだけのものを学んだという認識がある場合とない場合では，
学習者の自律的な学習の意欲も違ってくるであろう。そのため，漢字をい
くつ覚えたかといった実用性のない基準が使われ続けているのである。し
かしこの方法には二つの問題がある。第一に学習書の提出順が妥当かどう
かということ，第二に漢字を単独の文字として覚えることは実用的ではな
いということである。第一の提出順については頻度やカテゴリーなどを考
慮したもの（Hadamitzky＆Spahn　1981，西口・河野1994など）が既にあ
るが，どのような提出順が中上級用によいかを検討する必要がある。第二
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の問題については，辞書の形態をとった学習書の情報の多寡によって問題
も変わってくる。個々の漢字を含む単語があげられているもの（Nelson＆
Haig　1997，　Halpern　2001など）の場合，辞書としては量が多い方がいい
が，学習書としては語彙が多すぎると選択の判断がしにくいという問題が
ある。また単語のみがあげられているのではその用法が分からないことか
ら，例文があげられていることが学習書としては利用価値があるものであ
るといえる。
　上記の二つの問題に鑑み，学習者の自律的学習の補助となり，目標を
もって計画的に学べるだけの情報を提供するために，本研究では学習書と
なりうる漢字資料を開発した。まず，第一の問題について，中上異者のた
めの提示順には二つの方法が有効であると考えられる。一つは，よく使わ
れるものから学ぶという方法で，もう一つは覚えやすく概念でまとまった
ものを学ぶ方法である。前者は漢字の頻度を学習者が把握しながら学べる
が，頻度順では並んだ漢字に意味のつながりがないので記憶するのには困
難が伴う。後者は概念のまとまりをどのような基準で行うか，いくつかに
またがる語はどうするかといった問題がある。また概念による提示の場
合，単漢字よりは漢字語彙としてまとめることが必要になる。ここでは，
学習者に有用な漢字を選択するという側面から，前者の使用頻度の高い漢
字から提示する方法をとった。後者の概念によってまとめる方法について
は徳弘（2003）でとりあげた。先の第二の問題を解決するため，使用頻度
の高い漢字語彙を，学習指標値をもとに選び，情報量を使用実態に合わせ
て調節した。さらにその単語の使われる文を示した。例文はよく用いられ
ている表現をインターネット検索により調査し，それをもとに作文した。
　この学習資料では，漢字を頻度と親密度のデータをもとに，よく使われ
なじみのあるものから順に並べ，上位2，100字を選択して示した。またそ
れらの個々の漢字について，読み，意味，総画数，常用漢字，能力試験，
教育漢字についての情報を示し，その漢字を含む単語でよく使われるもの
をあげ，その語のよく使われる表現を含んだ例文を示した。
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　学習資料作成の前に漢字の選択と順位付けを行った。その資料として
『日本語の語彙特性』第7巻（2000）の朝日新聞14年分の文字の頻度の
データと同町5巻（1999）の親密度のデータを用いた。以下に漢字の選択
と順位の設定方法を述べ，次にその漢字を用いた学習資料について記す。
2．学習資料のための漢字の選定
2．1．頻度による漢字の選択と順位
　覚えることによって後で役に立つ漢字とはどのようなものであるかを考
えたときに，まず思いつくものが頻度である。多くの人に共通に有用な漢
字を選ぶためには，人が多く用いている漢字を選ぶことが基本であろうと
考えられる。そこで本研究ではまず使用頻度の高い漢字を選択することと
した。
　漢字の頻度を調査した主要なものに，国立国語研究所の調査『現代雑誌
九十種の用語用字第2分冊』（1963），『現代新聞の漢字』（1976），『現代雑
誌の漢字調査』（2002）がある。『現代雑誌九十種の用語用字第2分冊』は
1956年の一年分の90種の雑誌の用語・用字調査の漢字表で，漢字が頻度順
に1位から1965位まで（同順位の複数の漢字を含む）並べられている。さ
らに，「用字別漢字表」として頻度弓田に並んだ個々の漢字について，それ
らの漢字を含む単語が頻度のデータと共に示されている。この資料は詳細
で単語としても十分目量ではあるが，1956年という古いものである。『現
代新聞の漢字』は1966年の一年分の三種の新聞（朝日・毎日・読売）の漢
字と語彙の調査である。漢字の順位は1位から1983位まで並べられてい
る。この資料にも前資料と同様に単語が頻度のデータと共に示された「用
語例表」があるが，この「用語例表」の漢字は五十音順に並べられている。
この資料も信頼性は高いが古いものとなってしまった。この調査結果をも
とにして作られた日本語教育のための漢字教材に『よく使われる新聞の漢
字と熟語』（豊田1981）がある。この教材は頻度の高い漢字について，そ
の漢字を含む頻度の高い熟語と熟語の意味と使用例を音訓別に五十音順に
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示した教材である。
　『現代雑誌の漢字調査』は1994年の一年分の雑誌70誌の漢字の調査であ
る。全雑誌の総合の頻度が1位から3586位まで（同順位の複数の漢字を含
む）示されている。この調査には語彙の資料はない。次に主要語彙調査の
漢字頻度上位20字の比較を示す。’
順位　　現代雑誌九十種の用語用字
1　　　　　　　　　　－
2　　　　　ム1　　　芙
5　　　　　　　　　日
6　　　　　些1　　　‡
鳥　　　孟
｝1　　　釜
il　　　奔
据　　　皐
冨　　　盆
ll　　　吾
現代新聞の漢字
　　　日
　　　十
　　　大
　　　△
　　　云
　　　菌
　　　年
　　　中
　　　本
　　　東
　　　五
　　　時
　　　四
　　　出
　　　上
　　　円
　　　同
現代雑誌の漢字調査
　　　　日
　　　人
　　　大
　　　年
　　　本
　　　円
　　　　中
　　　分
　　　時
　　　上
　　　月
　　　出
　　　子
　　　生
　　　　間
　　　合
　　　手
　　　　自
　　　用
　本研究では頻度の資料として，上記の国立国語研究所の三つの調査では
なく『日本語の語彙特性』第7巻（2000）の朝日新聞14年分（1985～
1998）の文字の頻度のデータを用いた。このデータを基礎資料として用い
た理由は，新聞14年分という大量のデータであり，それが電子化され利用
しやすいものであったからである。雑誌のデータの方が新聞のものより文
字の偏りが少ないことが予想されるが，それでも雑誌には現れにくい漢字
もあると考えられる。そこで雑誌の漢字のデータは使わず，偏りの調整の
ために，漢字の心理的ななじみの度合である親密度のデータを加えること
とした。親密度のデータについては後述する。
　『日本語の語彙特性』第7巻の6，847の文字の頻度のデータには，「記事
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中頻度」と「文中頻度」の情報が，それぞれ一年ごととその合計で示され
ている。「記事中頻度」は「記事データより，記事番号，日付，出版社
（本社，支社），および記事種類等の付加情報を除外し記事本文のみを抽出
した」（『日本語の語彙特性』第7巻①解説）データから得られた文字の頻
度である。「文中頻度」は記事本文のデータから文末が句点で終わる文を
抽出した「形態素解析用データセット」から得られた文字頻度である。本
研究ではそのうちの「記事中頻度（全体）」を頻度のデータとして使っ
た。これは14年分の記事に出現するすべての文字の頻度である。この文字
のうち漢字を取り出した。漢字の総数は6，355字である。
　次にこのデータの頻度順による漢字の上位100字を示す。
???????????????????????????? ??? ??????????????????????
〉??????????????????????????〈〉??? ?? ?? ? ?〈
　この100位までの漢字だけ見ても，政治経済等の時事関係のものが多い
ことがうかがえる。このことから，頻度の資料として新聞を用いたことで
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新聞に多く使われる漢字と新聞には出にくい漢字とのバランスで実社会全
体の頻度とのずれが予想される。そこで，この資料に親密度のデータを加
えた。
2．2．親密度による漢字の選択と順位
　次に親密度の上位115字を示す。
????????????????????????????????????????????????????????????????????? ???????????????????? ????? ? ? ??? ?? ??〉???? ???
　この115字を見ると教育漢字で小学校の低学年から慣れ親しんできた字
が多く並んでいることが分かる。親密度とは漢字のなじみ度ともいえるも
ので，資料は『日本語の語彙特性』第5巻である。これは被験者（20代の
男女24名）に，1から7までの7段階評定値でその漢字についてのなじみ
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の度合いを示させたものを平均した数値である。心理実験の結果であり，
人によって差があるので客観的信頼性は頻度と比べると低いものではある
が，このような形でなじみの度合いを測定しているものは，日本語教育に
とっては有用な資料になると思われる。『日本語の語彙特性』の解説によ
れば，人間の脳の言語処理過程に対し，頻度は間接的にしか関与しない
が，親密度の関連性は直接的である，ということである。また，親密度と
頻度には有意な相関があることも示されている。親密度を学習資料に生か
すことで，学習者は日本人にとってなじみのある字を優先的に覚え，より
実践的に活用できるものを習得することになると考えられる。
　親密度は7段階スケールなので値が同じ文字が多く，したがって同順位
の漢；字も多い。実験が24名という少人数で，年齢層も限定されているの
で，違う年齢層の人々が入りデータが増えれば値も変わると考えられる
が，他にこのような大量のデータがないことと，この研究で開発する学習
資料の利用者の多くが被験者と同年齢層の留学生であることが予想される
ことから，このデータを頻度のデータに加えて用いることとした。
2．3．頻度と親密度のデータの統合
　上記の頻度と親密度のデータを統合した。性質の違う二つの資料を統合
することは，どちらの長所も損なうことになる可能性もあるが，ここでは
新聞の頻度による偏りの是正と，漢字のなじみ度を加えることを優先して
統合することとした。なお，データは電子化されているので，頻度・親密
度のどちらか一方の順位でも資料が並べ替えられる。利用者は必要に応じ
て順位の基準が選択できる。
　二つのデータの数値は，親密度は1～7の狭い範囲であるのに対し，頻
度は最小0から最大3，382，040と非常に大きい。そのままでは二つの数値
を統合することはできない。そこで，頻度を対数（log10）にした。対数
を用いたのは，親密度と値を近いものにし，二つのデータを同等に扱える
ようにするためである。頻度の実際の値の幅は3，382，040～0であるが，
一48一
その値を対数で示すと，6．5291787～0となる。なお，頻度0は計算に入
れず0とした。親密度の実際の値の幅は6．96～1であるので，対数にする
ことで二つの値の幅が近いものとなりデータを同等に扱う作業が可能にな
る。データ統合の式は次の通りである。
（親密度＋Iog頻度）　×　1／2
　統合後，数値の大きいものから順に並べ，それを学習資料とするときの
漢字の順位とした。本稿末に選択した漢字を数値の大きいものから順に
2，100字を示した。
3．漢字の使用実態を反映させた学習資料の開発
3．1．　学習資料について
和
　平和単臣和解（する）
　和らげる
ヘイワ
ワカイ（晒）
ヤワラグル
卿CO　　　　　　　世界（セカイ）平和を願う。
爬CO圃刎㎞　　　　紛争（フンソウ）地域に平和と和解の日がくることを祈（イノ）る。
s。食en，　e齪，　c幽n　頭痛薬（ヅツ艸ク）が頭（アタマ｝の痛（イタ）みを和らげた。
その他　キョウワコク チョウワ（スル） ヤマト ワヘイ ワ・ワフウ
　この学習資料は，漢字を先の作業で得た順位で並べ，その漢字につい
て，総画数，読み，意味，漢字語彙，例文等の情報をあげたもので，主に
中上級の学習者を対象として開発したものである。上の例は全部で2，100
の漢字についての資料のうちの，順位91番目の漢字「和」の情報である。
よく使われるものから並べることによって，それぞれの学習者の自発的な
学習や復習としても，レベルと必要に応じて使えるようにした。また，そ
の漢字を含む単語をあげたが，これも頻度の高いものを選び，例文につい
てもよく使われる文を参考に作文した。実際に日本社会でその漢字を見る
場合によく現れる単語と例文があげられているので，後に役に立つ可能性
の高いものを習得できると考えられる。このように情報を学習資料として
応用することによって，漢字および漢字語彙の基礎的研究と実践的な教育
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の場を結びつけることができると考える。以下，この学習資料について述
べる。
3．2．漢字に関する情報
3．2．1漢字の提出順
　漢字は，前述の，頻度と親密度を統合して算出した値の高いものから順
に上位2，100字までを選択した。順位は「番号」の欄に示した。2，100字と
した理由は，常用漢字が1，940字であり，順位2，000以下のものにも常用漢
字がかなり含まれていたことから，さらに100加えて2，100字としたもので
ある。2，101以下にも常用漢字があるが，それは学習資料の最後に一覧表
にして示した。常用漢字であっても順位の低い字は，取り上げて情報を記
すということはしなかった。使用されることもなじみの度合いも低い漢字
を，限られた時間で漢字を学ぶ学習者が覚えることは実用的であるとは言
えない。むしろ，常用漢字ではないが「阪」「伊」などのように人名・地
名で使われてよく目にするものを，その順位どおりに示しておくことの方
が有用であると思われる。また，そのような漢字については「その他」の
欄に頻度の高い人名や地名をあげることで学習者に分かるように示した。
これによって学習者は，その漢字が必要かそうではないかを自分で判断で
きるようになると考える。
3．2．2　常用漢字・教育漢字等との照合
　それぞれの漢字のデータにその漢字が常用漢字であるかどうかの情報を
入れた。教育漢字のものは小学校何年で学習するものかを示した。能力試
験出題漢字の場合はその級を示した。さらに，人名用漢字の情報も示し
た。人名用漢字の情報は能力試験の情報の右の欄で「和」の例では空白に
なっている。
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3．2．3　漢字の意味
　漢字自体の意味について簡単なものを示した。覚えるときのヒントにな
ると考えられる場合には解字も示した。例えば，「益：皿の上で水が横に
なってあふれていることから，増す。もうける。役立つ。」等である。こ
の字の場合，皿の上の部分が横になった水であると分かると漢字とイメー
ジが合わさって記憶に残りやすくなると考えられるので，解字を載せた。
解字は順位の後半の漢字の説明に多く用いた。説明については白川
（1986），藤堂（1992），大村・林（1999）などを参考とした。
3、2．4漢字の読み
　読みについては，音読みはカタカナで，訓読みはひらがなで示した。読
みの範囲は基本的には常用漢字の読みとされているものはすべて載せ，さ
らにそれ以外のものでもよく使われるものは加えた。
　読みの情報の他に，動詞にはよく共に使われる助詞を「（～を）」のよう
に示した。漢字一字でスル動詞になるもので，スル動詞としてよく使われ
るものには「ワ・する／す」のように示した。中上級の学習者には，読め
るが文中で自動詞，他動詞を間違えてしまう人が少なくない。簡単な漢字
であっても，使い方となると自信がないというものについては，ここで助
詞と共に復習する機会が提供できると考える。動詞の自他やスル動詞とな
るかどうかについては，辞書により違いがあるので複数の辞書（野村他
2002，山田他1989，金田一2001など）を参考にして本資料に記載した。
3．3．単語に関する情報
3．3．1単語の選択
　それぞれの漢字の欄に，その漢字を含む単語を8例ずつあげた。そのう
ち3例は「単語」として例文も付けた。残りの5例は「その他」の欄に読
みのみを付けて示した。読みはスペースの関係で半角のカタカナで記し
た。
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　これらの単語の選択には先に述べた，『日本語の語彙特性』第1巻の単
語の親密度と三二7巻の単語の頻度のデータを合わせて上位のものを約
16，000語選び，それを10段階に分けて学習指標値としたデータを利用し
た。それぞれの漢字を含む単語をその学習指標値の高い順にし，その上位
の単語を選んで学習資料に載せた。しかし，8単語という限られた語数な
のですべてを載せることはできない。特に順位の上位の漢字については，
その漢字を含む単語が，学習指標値をつけた選択語彙16，000語の中に100
語以上あるものもあって，そのような漢字の語彙については，別の提示方
法が必要である。
　漢字「和」を含む単語について表1に示した。表の「漢字番号」はこの
学習資料の漢字番号である。「学習指標」は「親密度値」と「頻度値」を
足したもので，値の高いものほどよく使われ，日本語としてなじみのある
語であることを示している。「親密二値」と「頻度値」はそれぞれ5段階
である。ここでは二つの値を統合したものを用いているが，どちらかの値
を単独に利用するときのため，それぞれの値も分けて示した。「語彙表」
は『分類語彙表』（1964）の番号を1の上位分類（品詞）と2の下位分類
（意味）に分けたものである。「能力試験」は出題語彙の場合級が示され
ている。0は能力試験の出題語彙にないものである。「漢字番号」の
「91a」の「a」は「単語」の欄に，「b」は「その他」の欄に載っているこ
とを表している。つまり，「91a」は漢字番号（順位）91番の「単語」の欄
にその単語の情報がある，という意味である。このように16，000語の漢字
語彙のデータに2，100字の漢字のデータを加えて相互に参照できるように
した。「91」以外の漢字番号がついているものは，熟語の「和」ではない
字の方に単語が載っているものである。熟語の場合，それぞれの漢字に同
じ単語が載る可能性があるので，それはできるだけ避けた。その結果「緩
和」は「和」ではなく「緩」の方にだけ出ている。どちらの方に載せるか
はその字を含む単語数のバランスによる。「緩和」の場合，「和」の字を含
む単語が多く，「緩」は少ない。「和」の字を含む語をできるだけ多くこの
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資料に載せるために，「緩和」は「緩」の欄に載せた。また，場合によっ
ては二字の単語数のバランスだけではなく，このような表にあるすべての
漢字の単語数を考慮して載せる欄を決め，できるだけ多くの単語を載せる
ようにした。「和」の場合は，「和」の字を含む38語のうち14語はこの学習
資料に載せることができなかった。
　　　　　　　　　　　＜表1＞「和」を含む単語の資料 ????
???????????????????
????????
???
???
? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ??
????
?? ? ? ? ?
????
10???????????????????
????
??????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
??
????????????? ー ???????????????????????????
??
???????????? ? ? ?
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　なお，漢字語彙16，000語の中にその漢字を含む他の単語がない場合は，
同じ単語が二つの別の漢字の欄に出現していることもある。また，「漢和
辞典」のような長い熟語は表1にあるように複数載っていることがある。
逆に，あげられている単語数が8単語以下のものもある。これは16，000語
の資料に単語が8単語以下しかないものである。この学習資料には，すべ
ての漢字に8単語ずつ提示するために頻度の低い単語を載せるということ
はしなかった。単語の部分を空白にしておくことによって，その漢字が使
われる例がいくつかの限られた単語に集中していることを，学習者に分か
るようにしてある。ほとんど使用されない単語をよく使用される語と同じ
比重で覚えるのは，学習者にとって負担であり，漢字語彙の使用実態から
も離れることになるので，この資料ではそれを避けた。ただし16，000語に
は固有名詞がほとんどないので，この学習資料では，固有名詞として使わ
れることの多い漢字については，『日本語の語彙特性』第7巻の頻度の
データを参考にして「その他」の欄に16，000語にはない単語を載せた。人
名用漢字の「之」の例を示す。
番号 総量数目
國 之 ＝ 焔湊字の意味 行く。こ糺この。助詞（じょし）の「の」。人の名に使う字音列みシ
　　　，V醜み の
その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん
　ナカノンマ　　　　　　トクノソマ　　 　　　　　　　ヒ胆キサン 　　ん弘ウノスケサン
　上の例のように，「単語」欄は空白にし，「その他」の欄に固有名詞を示
した。人名についてはそれと分かるように「～さん」を付けた。姓か名か
の区別と性別は，どちらにも使われるものがあるので区別していない。こ
のように「単語」の欄を空白にすることで，この字を含む頻度の高い単語
が16，000語の中にはないことを示し，さらに「その他」に地名や人名を入
れることで，この字が固有名詞として用いられることが多い字だと学習者
に分かるようにした。
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3．3．2例文について
　8単語のうちの3単語については，読みと簡単な英語の意味と例文をつ
けた。この3単語は頻度の最も高いものというわけではなく，8単語の中
で特に文中での使われ方が問題になる可能性の高いものを選んだ。つま
り，名詞よりは共に使われる助詞が問題となる動詞や，よく使われる表現
のあるものが多く例文として出ている。
　例文作成にあたっては，それぞれの単語がどのような文の中で使われて
いるかを知るために，インターネット検索を行った。一単語の検索では数
十万件から数百万件の単語が抽出されてしまうので，前後に助詞等をつけ
て，それぞれの単語がどのような文の中で使われているかを検索した。さ
らに，頻度の高いものは，この学習資料が主に留学生を対象に作成されて
いることから，検索条件の絞り込みに「大学」等の単語を加え，留学生に
用いられることを意識して文を集めた。その結果得られたものを参考にし
て，例文を作成した。インターネットの内容は日々変化するし，誤りも偏
りもあるが，その単語がどのような文となって実社会に出現しているかを
大まかに捉え，それを教育に生かすには有用なものであると考える。これ
を利用することで生きた言葉の現状を，部分的ではあるが学習資料に反映
させることができると考える。
　学習者にどって頻度の高い漢字は既知のものが多いはずであや。しか
し，例文中にはその他の漢字語彙も，・難易に関わらず現実に使われている
ものをそのまま入れてあるので，それらの語彙も共に知ることが，中上級
の学習者には役立つであろう。漢字番号順に見て，未出の漢字を含む単語
がある場合は，スペースの許す範囲で読み方を（）に示した。
3．4．索引
　それぞれの漢字の欄に総画数の情報を入れ，資料末に総画索引を載せ，
漢字を探すときに利用できるようにした。代表的な一つの音，あるいは一
つの訓による五十音索引も載せた。五十音索引には漢字の重複はない。
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4．まとめと今後の課題
　本研究では，漢字の頻度と親密度のデータをもとに，習得後に実践的に
活用できる可能性の高い漢字を選択し，その漢字および漢字語彙を，頻
度・親密度を考慮して提示した学習資料の開発を試みた。漢字の頻度の
データについては，他の頻度の資料を用いることや，対数の底を変えて数
値を調整することなど改良の余地がある。データは電子化されているため
操作は比較的容易にできるので，今後も調整していく予定である。
　この学習資料は，よく使われるものから並べることによって，それぞれ
の学習者の自発的な学習や復習としても，レベルと必要に応じて使えるよ
うになっている。この提示の方法は復習や確認に役に立つと思われるが，
一方，覚えるためにはそれぞれの漢字に関連がないので苦労がいると考え
られる。そのため，教材としてこれを利用する際は，ある程度の数の漢字
をひとまとめにして，意味概念の近いものでまとめる，部首や機能でまと
める，既習未習で分けるなどの工夫も必要となるであろう。初級に用いる
場合は，単語の選択も，初級教科書の語彙などを考慮：して16，000語の中か
ら再検討する必要があるであろう。
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